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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メインコネクタとサブコネクタとを並列してそれぞれ対向位置に設けた固定の相手側メ
インコネクタと相手側サブコネクタとに嵌合する場合において、前記相手側サブコネクタ
の周囲に前記相手側サブコネクタに嵌合した前記サブコネクタをロックするスライド部材
を設け、前記メインコネクタを前記相手側メインコネクタに嵌合した状態で、前記メイン
コネクタを前記相手側メインコネクタにロックすると共に前記スライド部材を固定する操
作部材を設けたことを特徴とする電気コネクタハウジング。
【請求項２】
　前記操作部材は前記相手側メインコネクタに対し水平方向に操作可能とした請求項１に
記載の電気コネクタハウジング。
【請求項３】
　前記操作部材は前記相手側メインコネクタ側から前記相手側サブコネクタ側に突出して
前記スライド部材を固定するようにしたことを特徴とする請求項１又は２に記載の電気コ
ネクタハウジング。
【請求項４】
　前記操作部材には係止凹部又は係止凸部を設け、前記スライド部材には係止凸部又は係
止凹部を設けることにより、前記操作部材により前記スライド部材を固定するようにした
ことを特徴とする請求項３に記載の電気コネクタハウジング。
【請求項５】
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　前記操作部材の操作により、前記メインコネクタは前記相手側メインコネクタに引き込
まれるように動作することを特徴とする請求項１～４の何れか１つの請求項に記載の電気
コネクタハウジング。
【請求項６】
　前記操作部材の状態を目視することにより、前記メインコネクタとサブコネクタのそれ
ぞれに対応するロック状態を確認できるようにしたことを特徴とする請求項１～５の何れ
か１つの請求項に記載の電気コネクタハウジング。
【請求項７】
　前記メインコネクタは１個とし、前記サブコネクタを１個又は複数とした請求項１～６
の何れか１つの請求項に記載の電気コネクタハウジング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のコネクタを並列して使用し、メインコネクタによって全コネクタが対
向位置に設けた相手側コネクタから外れないようにロックする電気コネクタハウジングに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から例えば図８に示すように、ユニット１側に信号用の相手側コネクタ２、３と電
源用の相手側コネクタ４を並列して固定配置し、それぞれの相手側コネクタ２、３、４に
対し電線同士を接続するためのメインコネクタ５、６、７を嵌合することが通常行われて
いる。
【０００３】
　そして、例えば自動車等の配線における使用では、嵌合した各コネクタ同士のロックを
行わないと、振動により外れてしまうことがあり、各コネクタは例えば爪部２ａ、３ａ、
４ａを用いたロックレバー等のロック機構により、それぞれ不時に外れないようにロック
をする必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、コネクタごとにロックレバーを備えると、コネクタが大きくなって広いスペー
スを必要とし、特にコネクタを密接して並列配置する場合には、スペース的、操作的な問
題が生ずる。
【０００５】
　そこで、図９に示すように複数のコネクタを１つのコネクタ８に集約し、相手側コネク
タ９に対応させることも考えられるが、別系統からの配線を１つのコネクタ８に取り込む
ことが無理なこともあり、また電圧、電流の違いなどによりノイズの問題などが生じ、集
約が困難な場合もある。
【０００６】
　本発明の目的は、メインコネクタに設けたロック用の操作部材を用いて、並列したサブ
コネクタも共に外れないようにし得る電気コネクタハウジングを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の目的を達成するための本発明に係る電気コネクタハウジングの技術的特徴は、メ
インコネクタとサブコネクタとを並列してそれぞれ対向位置に設けた固定の相手側メイン
コネクタと相手側サブコネクタとに嵌合する場合において、前記相手側サブコネクタの周
囲に前記相手側サブコネクタに嵌合した前記サブコネクタをロックするスライド部材を設
け、前記メインコネクタを前記相手側メインコネクタに嵌合した状態で、前記メインコネ
クタを前記相手側メインコネクタにロックすると共に前記スライド部材を固定する操作部
材を設けたことにある。
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【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る電気コネクタハウジングによれば、メインコネクタにより並列した他のサ
ブコネクタも同時にロックすることができ、コネクタ構造の簡素化、スペースの節約とな
る。
【０００９】
　また、ロック状態を外部から目視で確認できるようにすると、ロックの保証となり、安
全性が確保できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明を図１～図７に図示の実施例に基づいて詳細に説明する。
  図１はユニット１１側の相手側メインコネクタ１２、相手側サブコネクタ１３に対し、
例えば多数の信号線を接続するためのメインコネクタ１４と、電源線を接続するためのサ
ブコネクタ１５とを、それぞれ嵌合する直前の状態の斜視図を示している。合成樹脂から
成るそれぞれのコネクタ１２～１５内には、図示しない端子金具が内装されており、更に
はこれらの端子金具に接続した電線が図８に示すように取り付けられているが、これらは
図示を省略している。
【００１１】
　相手側メインコネクタ１２、相手側サブコネクタ１３に対し、メインコネクタ１４とサ
ブコネクタ１５はそれぞれ別個に覆い被さるようにし、これらのコネクタ同士を嵌合する
と、それぞれの端子金具同士による電気的接続がなされる。
【００１２】
　固定の相手側サブコネクタ１３の両側には、一体のスライダ１６がユニット１１に設け
られたガイド溝１１ａ内を摺動可能に構設されている。サブコネクタ１５の先端部には外
方を向く突起１５ａが設けられており、スライダ１６にはサブコネクタ１５への相手側サ
ブコネクタ１３の嵌合時に、突起１５ａを受け入れる切欠部１６ａが設けられており、ス
ライダ１６の下面にはスライダ１６の移動によって突起１５ａを係止する図示しない溝部
１６ｂが形成されている。また、スライダ１６の上面の両側には係止用凸部１６ｃが設け
られている。
【００１３】
　相手側メインコネクタ１２にはメインコネクタ１４に対して作用する操作部材が出し入
れ自在に付設され、この操作部材には略コ字状の押し込みレバー１７が用いられている。
この押し込みレバー１７の両側部には、それぞれ２個の外側に向けて開口する傾斜溝１７
ａ、１７ｂが設けられており、これらの傾斜溝１７ａ、１７ｂはメインコネクタ１４の内
側から内方にそれぞれ突出する２個のピン１４ａ、１４ｂとそれぞれ係合するようにされ
ている。また、相手側メインコネクタ１２の両側にもピン１４ａ、１４ｂを案内する上下
方向の案内溝１２ａ、１２ｂが設けられている。
【００１４】
　押し込みレバー１７の両内側面には、相手側メインコネクタ１２の両側面に設けられた
図示しないロック用凸部と嵌合する凹部１７ｃが設けられている。また、押し込みレバー
１７の先端には、メインコネクタ１４が相手側メインコネクタ１２に完全に嵌合した状態
で、スライダ１６を覆うための弾発性を有する押さえ片１７ｄが設けられ、この押さえ片
１７ｄの下面にはスライダ１６の係止用凸部１６ｃと嵌合する係止用凹部１７ｅが形成さ
れている。なお、これらの係止凸部と凹部は逆の関係であってもよい。
【００１５】
　サブコネクタ１５を相手側サブコネクタ１３に嵌合する際には、サブコネクタ１５の突
起１５ａが通過し得るようにスライダ１６の切欠部１６ａを合わせてから、図２に示すよ
うにサブコネクタ１５を相手側サブコネクタ１３に嵌合する。そして、図３に示すように
スライダ１６を移動してサブコネクタ１５の突起１５ａをスライダ１６の下面の図示しな
い溝部１６ｂに係止することによって、サブコネクタ１５が相手側サブコネクタ１３から
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抜け出さないようにロックする。
【００１６】
　続いて、図４に示すように、メインコネクタ１４を相手側メインコネクタ１２に上方か
ら嵌め込み、この嵌め込みによってメインコネクタ１４に設けられたピン１４ａ、１４ｂ
が相手側メインコネクタ１２の案内溝１２ａ、１２ｂにより案内され、メインコネクタ１
４は下方に移動する。更に、メインコネクタ１４を押し込みながら、押し込みレバー１７
を相手側サブコネクタ１３側に押し込む。
【００１７】
　この押し込みレバー１７の押し込みにより、図５に示すようにメインコネクタ１４の傾
斜溝１７ａ、１７ｂとピン１４ａ、１４ｂとのカム作用によって、水平方向の押し込み力
がメインコネクタ１４を下方に押し込む力に変換されてメインコネクタ１４は降下し、最
終的に図６に示すように相手側メインコネクタ１２と完全に嵌合する。この嵌合状態にお
いて、押し込みレバー１７、相手側メインコネクタ１２、メインコネクタ１４の位置関係
は図７に示すようになっている。
【００１８】
　押し込みレバー１７の押し込みにより、押し込みレバー１７の先端に設けた押さえ片１
７ｄによってスライダ１６を押さえ込み、特にその係止用凹部１７ｅがスライダ１６の係
止用凸部１６ｃを乗り越えて嵌合することにより、スライダ１６の移動は規制される。ま
た、押し込みレバー１７自体はそのロック用凹部１７ｃによって、相手側メインコネクタ
１２にロックされることになる。
【００１９】
　なお、サブコネクタ１５がスライダ１６によりロックされていない状態のまま、押し込
みレバー１７を押し込むと、押し込みレバー１７の押さえ片１７ｄは、スライダ１６の係
止用凸部１６ｃを押してスライダ１６を移動させ、スライダ１６によりサブコネクタ１５
をロックする。そして、スライダ１６がそれ以上移動できずに停止すると、押し込みレバ
ー１７の係止用凹部１７ｅが係止用凸部１６ｃを乗り越えてスライダ１６の移動を規制す
る。
【００２０】
　押し込みレバー１７は所定位置まで押し込まれて、ロックされることにより不時に移動
することがなくなり、メインコネクタ１４はピン１４ａ、１４ｂによる規制によって相手
側メインコネクタ１２から外れることがなくなる。更に、サブコネクタ１５を固定してい
るスライダ１６が、押し込みレバー１７の押さえ片１７ｄにより移動が防止されているの
で、押し込みレバー１７を外さない限りスライダ１６は動かず、サブコネクタ１５が相手
側サブコネクタ１３から外れることはない。
【００２１】
　コネクタ１４、１５を相手側コネクタ１２、１３から外すには、押し込みレバー１７を
ロックしているロック手段を解除してから、押し込みレバー１７を強い力で引き抜く。こ
の引き抜き過程で、メインコネクタ１４はピン１４ａ、１４ｂと傾斜溝１７ａ、１７ｂと
のカム作用によって上昇するので、このままメインコネクタ１４を相手側メインコネクタ
１２から外すことができる。同時に、押し込みレバー１７の引き抜きにより、スライダ１
６も引き戻されるので、サブコネクタ１５の突起１５ａをスライダ１６の切欠部１６ｂか
ら抜き出すことにより、サブコネクタ１５を相手側サブコネクタ１３から外すことができ
る。
【００２２】
　なお、本実施例においては、押し込みレバー１７はメインコネクタ１４の外部から操作
するので、コネクタ全体に対してロック手段が機能しているかどうかを目視により確認可
能で、コネクタロックに対する保証機能（ＣＰＡ）を有している。なお、この外部から目
視し得る操作部材は、押し込みレバー１７に限られることはない。
【００２３】
　また、実施例では１個のメインコネクタ１４により１個のサブコネクタ１５を操作する
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るようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】メインコネクタ、サブコネクタの嵌合前の斜視図である。
【図２】サブコネクタの嵌合過程の斜視図である。
【図３】サブコネクタの嵌合終了時の斜視図である。
【図４】メインコネクタの嵌合開始時の斜視図である。
【図５】押し込みレバーによるメインコネクタの動作説明図である。
【図６】メインコネクタの嵌合終了時の斜視図である。
【図７】押し込みレバー、相手側メインコネクタ、メインコネクタの嵌合終了時の位置関
係図である。
【図８】従来の複数のコネクタの嵌合前の斜視図である。
【図９】従来の複数のコネクタを集約した状態の斜視図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１１　ユニット
　１２　相手側メインコネクタ
　１２ａ、１２ｂ　案内溝
　１３　相手側サブコネクタ
　１４　メインコネクタ
　１４ａ、１４ｂ　ピン
　１５　サブコネクタ
　１６　スライダ
　１７　押し込みレバー
　１７ａ、１７ｂ　傾斜溝
　１７ｄ　押さえ片
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